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巻頭言 3

21 世紀の 日本惑星科学会の使命

　本号は 21世紀 の 最初の 「遊星人」で ある．こ の 記念す べ き号 の 巻頭言 と して ， 21世紀の 日

本惑星学会の 夢を描い て みた い ．

　まず 21世紀の 最初の 10年はわ が国の 惑星科学に とっ て大変重要な もの となるこ とが予想さ

れ る．それ は これ まで 日本の 惑星科学者が長年の あい だ待ち望 んで い た惑星探査 が我 々 自身

の 手に よ っ て 実施され ， 惑星の観測デ ータを直接解析出来る よ うにな るか らである．まず 2002

年にはMUSES − Cが小惑星サ ンプル リターン を 目指 して打ち上げ られ ， 2003年にはLUNAR −

A が ペ ネ ト レータを使っ た月内部構造の 探査の ため に打ち上げられ る．2004年初頭に は 「の

ぞ み」が 火 星 の 周回軌道に投入 され ， 火星上 層大気探査 を始め る． また同年 ， 宇宙科学研究

所と宇宙開発事業団の 共同 ミ ッ シ ョ ン で ある大型 月探査衛星 SELENE が打 ち上 げられ る ．2005

年に は MUSES −C が小惑星 1998SF36に到着し， 2007年にはそのサ ン プル が地球 に持 ち帰 られ

る予定で あ る．さらに 2007年に は金星 大気探査が，2009年に は ヨー ロ ッ パ 宇宙開発機構との

共同で 水星探査を実施する 計画 も練 られ て い る ．こ れ ら の 月 ・惑星探査 ミ ッ シ ョ ン は こ れ ま

で の 諸外国 の 惑星探査の い ずれ をも凌駕す る新 しい 観測デ
ー

タを もた らす もの で あ り， 月 ・

惑星の 起源 と進化にあらたな光を与える こ とに な る だろ う．

　　
・
方 ， 国立天文台の 「すばる」望遠鏡 や電波望遠鏡 は太陽系外 の 惑星系や 生 まれ つ つ ある星

の 精密な観測 を可能 に しつ つ ある．こ れ らの 観測結 果は我 々 の 原始太陽系 の構造 と進化 に つ

い て ，さらに 新 しい 考え方を要求する よ うに なる だ ろ う．惑星探査 に よ っ て 比 較惑星学が 生

まれ た よ うに ， これ らの 天文観測は比較惑星系学を生 もうとして い る。

　 まさに 21世紀の 日本の 惑星科学で は，どちらか とい うとこ れまで 立ち後れて い た観測的研

究が飛躍的 に進展する こ とに なる と思われ る．こ れまでわが国が得意 として い た理論 的研究 ，

物質学的研 究 ， 実験室で の 実験的研究 とこ れ らの 新 しい 観測学 的研究 を統合す る新 しい 時代

がす ぐそ ばまで 来て い る．こ の よ うな様々 な研究を有機的に結び つ けて 惑星科学に新 しい 時

代を築 くの が ，
21世紀の 日本の 惑星科 学界 の 大 きな使命で あろ う．日本惑星科学会は まだそ

の 規模は小さい が，それ ゆ えに こ の 学会を色 々 な分野の 進展を取 り入れ た有機的，総合的研

究を進め て行 く有効な場にす る こ とが可能で ある．将来の 日本の学術行政体制が不透明な現

在 ， 日本惑星学会 を新 しい 時代の 惑星科 学者 の はつ らつ とした 議論 と活動 の 場 に した い もの

で ある．
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